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Specimen preparation: Solutiontreatment; 1123 k for 3.6 ks in vacuum, 1ststep aging; 873 K for 11 ks, 2ndstep aging; 673 K for 90 ks
TEM specimen preparation: electropolishing Electron microscope used: JEM4000EX operated at 400 kV

Fig. 1 一段目時効試料の析出 a 相斑点による暗視野像．針状

a 相が結晶粒界(GB)から母相〈112〉方向に成長． Fig. 2 二段目時効試料の電子回折図形．入射電子線は母相

〈110〉方向に平行．a 相と v 相の斑点が認められる．

Fig. 3 (a)二段目時効試料の析出 v 相の斑点による暗視野像．(b)二段目時効試料の a 相と v 相の両斑点による暗視野像．析出

a 相粒子が析出 v 相と重なっている．
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(b)CTEM による材料組織解析

b 型チタン合金の高温・低温二段時効法における析出 a 相の核生成サイト
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b 型 Ti 合金(bcc)は Ti の諸特性に加えて，高い加工性と

優れた時効性を有する．より高強靭化を達成するために多数

の研究がなされており，一方法として，二段時効法があ

る(1)(2)．いずれの方法においても，その基本は，a 相粒子の

析出制御である．そのためには，a 相の核生成サイトの解明

が必要と考えられる．本報告では，Ti153 合金を高温時効

(873 K, 11 ks)後に，低温時効(673 K, 90 ks)を施す二段時

効による a 相の核生成サイトについて，透過電顕暗視野像

法と電子回折法により調べた結果を述べる．観察用薄膜試料

は，電解研摩法により作製した．Fig. 1 は，高温時効後の

析出 a 相の回折斑点による暗視野像である．結晶粒界(GB)

から直接針状 a 相が母相の〈112〉方向に析出していること，

および析出物は母相とバーガースの方位関係(3)を満たすこと

が分かった．Fig. 2 は，二段目低温時効試料の電子回折図

形であり，入射電子線は母相の〈110〉方向である．a 相兄弟

晶の回折斑点と長時間時効後に現われる v 相(4)の回折斑点

が認められる．Fig. 3(a)は，その v 相の回折斑点に依る暗

視野像である．Fig. 3(b)は，同じ場所における a 相と v 相

の両回折斑点に依る暗視野像である．Fig. 3(a)と Fig. 3(b)

を比べると，a 相と v 相の析出物が重っていること，また，

a 相は矩形状に析出し，母相とバーガースの方位関係を満た

すが，その長手方向は母相の〈112〉方向に平行でないことが

分かった．これらの結果より，二段目時効に依る a 相は析

出物 v 相を経由(5)して生成すると考えられるが，その詳細

は調査中である．強度靭性の向上には，結晶粒内に微細な a
相粒子を高密度に生成することが求められるので，結晶粒内

における核生成サイトの制御が必要であり，v 相析出の制

御も必要と考えられる．
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